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オープンソースソフトウェア (OSS) 開発において，プロダクトコードの変更と同時に，当該プロダ
クトコードを検証するテストコードの変更（共進化）ができていないことがある．本論文では，OSS
開発における継続的なテストコードの保守に向けて，過去の変更履歴（プロダクトコードとテスト
コードの共進化）に基づき変更すべきテストコードを特定する手法を提案する．

Toward identifying a Test Code Co-Evolved with a Product Code

Tomotaka Minami,†1 Hideshi Sakaguchi,†1 Akinori Ihara†1

and Ken-ichi matsumoto †1

In Open Source Software (OSS) development, developers sometimes miss changing the test
code when the product code changes. This study proposed an approach to identify a test
code that should be changed with a product code change (co-evolution between product code
and test code) to maintain test codes continuously in OSS development.

1. は じ め に

オープンソースソフトウェア (OSS)は，リリースし

たソフトウェア（ソースコード）を無償で公開するこ

とで，開発者だけでなく，多くの利用者もプログラム

を様々な目的で実行することができる．その結果，プ

ロジェクトには日々多くの不具合が発見され，報告さ

れている．Eric S. Raymondは，利用者から多くの不

具合が報告される開発形態について “The Cathedral

and the Bazaar”で「目玉の数さえ十分あれば、どん

なバグも深刻ではない」と主張している．

その一方で，テスト計画の未作成など，組織的なテ

スト活動が実施されておらず3)，リリースされたOSS

に多くの欠陥が含まれている．より高品質な OSSの

リリースに向けて，昨今では，テスト実行を自動化す

るフレームワーク JUnit やテストコードを容易に管

理するシステムMavenなどテストの実施を支援する

システムが普及しつつある．しかし，テスト実施に対

する課題は未だ存在し，Zaidman らは，プロダクト

コードの変更と同時に，当該プロダクトコードを検証

するテストコードが変更（共進化）されていない課題

を指摘している2)．
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本論文では，OSS開発における継続的なテストコー

ド保守の実現に向けて，プロダクトコード変更時に，

同時に変更すべきテストコードを特定する手法を提

案する．特に本論文では，従来研究で提案されてい

る同時変更すべきプロダクトコードを推薦する技術

（Co-changeコード推薦技術）の適用を検討する．

2. 関 連 研 究

近年，OSS 開発におけるテストを対象とした研究

が行われており，多くの OSSプロジェクトでは，テ

ストコードを十分に管理できていないことが明らかと

なった．Takasawaら1) は，テストコードを公開して

いる OSSプロジェクトを対象に， 各プロジェクトの

テストコードを実行した．その結果，ビルドに成功し

たプロジェクトは 57.1%であり，OSSプロジェクトで

はテストのビルド成功率が低いことを明らかにした．

Zaidmanら2) は，プロダクトコードとテストコー

ドの共進化を可視化するツールを開発している．開発

したツールにより，プロダクトコードとテストコード

が必ずしも共進化していないことを指摘している．ま

た，Zimmermannら4) はソースファイルにおける行

レベルでの共進化について調査を行っているが，テス

トコードに着目していないという点で本研究と異なる．
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図 1 プロダクトコード変更履歴に基づく共進化するテストコード
の特定手法

3. プロダクトコード変更に伴い共進化するテ
ストコード特定手法の提案

本論文は，継続的なテストコードの保守に向けて，

プロダクトコード変更に伴い共進化するテストコード

を特定する手法の一つとして，過去の変更履歴（プロ

ダクトコードとの共進化）に基づくアプローチを提案

する．本研究を進めるにあたり，「過去に共進化したテ

ストコードは将来も同様に共進化する」という仮説を

立てる．

図 1 に，本論文で提案するアプローチの概要を示

す．図 1では，「プロダクトコード Aの 5行目が変更

されると，テストコード aが変更される」，「プロダク

トコード B の 3 行目が変更されても，テストコード

bが変更されない」という変更履歴がある場合を考え

る．このとき，我々の仮説に基づくと，再びプロダク

トコード Aの 5行目が変更された場合，テストコー

ド aは変更されるという予測ができ，再びプロダクト

コード B の 3 行目が変更された場合，テストコード

bは変更されないという予測ができる．

本アプローチは，プロダクト間の同時変更を予測す

る研究で一般的に使用される Co-change ファイル特

定技術の一つである．プロダクト間のCo-changeファ

イル特定技術の場合，同時変更を忘れた場合にソフト

ウェアのビルドに失敗することが多く，（コミット時期

が異なったとしても）同時変更を忘れるということが

少ない．一方で，プロダクトコードとテストコード間

では，ソフトウェアのビルドは成功するが，プロダク

トコードとテストコードの共進化が発生していないこ

とも多く，過去のデータで予測結果を評価することは

必ずしも妥当ではない．本研究では，プロダクトコー

ドの特定の行が変更されたときに，本アプローチを用

いて特定された共進化すべきテストコードが変更され

なかった理由を調査し，共進化するテストコード特定

技術の精度向上を目指す．

4. お わ り に

本論文は，継続的なテストコードの保守に向けて，

プロダクトコード変更に伴い共進化するテストコード

を特定する手法の一つとして，過去の変更履歴（プロ

ダクトコードとの共進化）に基づくアプローチを提案

した．過去に同時変更したテストコードを特定する手

法は，共進化するテストコードを特定する一つのアプ

ローチであり，プロダクトコードとテストコードの静

的解析等により，変更されるべきテストコードの特定

を検討する．
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